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日本 アメリカ イギリス ドイツ フランス
農　　　　　業 1．9 1．7 1．8 1．1 2．3
鉱　　山　　業 0．2 0．7 2．8 一 一
製　　造　　業 24．3 17．7 21．3 23．8 一
建　　設　　業 10．6 4．6 5．2 5．7 4．3
電気　・ガス 2．8 2．0 2．1 2．4 一







運輸　・通信 6．7 5．2 8．4 5．7
個人サービス 17．5 22．9 16．6 一
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柳　川　高　行
4．なぜ日本の経営者は非行に走ることが可能なのだろうか
キーワード
企業不祥事、企業犯罪、トップマネジメントの組織的防衛、道義的責任、
没倫理的経営者、教育によって構造化された没倫理性、社会的に学習さ
れた没倫理性、コーポレート・ガバナンス構造により剥奪された倫理性
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1）柳川高行、1995年、「コーポレート・ガバナンスの日米比較一経営
　　者主権の成立とその正当性を中心に一」、r白鵬大学論集』、第10巻
　　第1号、47～95ぺ一ジ。
2）柳川高行、1997年、r資料・学会報告　日本型経営者主権の成立の可
　　能性一一コーポレート・ガバナンスの日米比較一」、r白鶴ビジネス
　　レビュー』、第6巻第1号、137～151ぺ一ジ。
3）柳川高行、1997年、r日本型コーポレート・ガバナンスと経営者主権
　　の正当性」、経営哲学学会、r経営哲学論集第13集』、85～90ページ。
4）柳川高行、1999年、r日本型コーポレート・ガバナンスと企業倫理一
　　経営者主権のゆらぎと企業倫理綱領導入の有効性一」、日本経営倫
　　理学会、r日本経営倫理学会誌』、第6号、81～88ぺ一ジ。
一484一
　　　　　　導入教育の必要性と可能性一導入教育の戦略的カリキュラムデザイン～（その2）
2－3－3．ケース・スタディー　　分析編レジュメ
　　　　　　　　　　　　　　拓銀の挫折
1）直接的契機
　　不良貸出し先への過剰融資（overfinancing）と回収不可能化（不良債
　　権化）
2）間接的契機
　a）バブル経済とその崩壊　融資拡大戦略
　　　く外部環境要因＞　環境分析の誤り
　　　　拡大戦略の一般化→都銀最下位脱出は不可能
　b）融資拡大を進めたく内部環境要因＞
　　　　strategic　mistake
　　　　　都市銀行ドメインが北海道ドメイン限定派を圧伏
　　　　　×strategiclegitimacy
　　　　　×　log』ical　legitimacy
　　　　　O　　political　legitimacy
　　　　　O　psychological　legitimacy
　　　　　　　破れた要因一1）頭取によるガバナンス（組織構造的要因）
　　　　　　　　　　　　　　2）プライド、恥ずかしさ（人間的要因）
（このケースにっいての学生の答案と柳川のコメントにっいては紙幅の関係
で省略した。）
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2－4．導入教育第5回実践記録（1999年6月11日）
白鵬大学　　柳　川　高　行
可能性と努力と才能の関係
資料1．経営学（1999年6月9日）のhuman　side　story用メモ（省略）
資料2．rr家」の履歴書232秋山仁（東海大学教授）」、r週刊文春』、
　　　　1999年6月10日号、72～75ページ。
　皆さんは自分の可能性を信じていますか。今日は、自分の可能性を信じ続
けて30歳半ばを過ぎて新しい自分に生まれ変わった1人の数学者の話をした
いと思います。
その人は秋山仁さんと言って、かってr週刊朝日』に教育エッセーを連載し
ていて、1年位前に日本経済新聞にもエッセーを連載していて、いずれも私
は好きでよく読んでいて切り取ってファイルにしておりました。他に自叙伝
も出版されていますが、今日は最近のr週刊文春』の記事を素材に話をして
いきたいと思います。
　秋山仁さんのことを私が知ったのは、私の奥さんがたまたまN　H　K教育テ
レビで彼のやっていた数学の授業を見ていて、rものすごく面白い授業をし
ている人がいて、私もああいう先生に教わったなら数学が大好きになってい
たわね」と私に話してくれたので私もその後時々一緒に見て、洋服や格好は
大変変わっている人だけれど、教え方のメチャクチャ上手な人だなという印
象を持ちました。私は自分自身も教え方にはいつも工夫を重ねてきていて、
少しは上手な部類に入ると思っておりましたが、秋山さんは私より数段上の
文字通り「名人」級の教師だと脱帽しました。
　秋山さんはそのように教え方が上手く大学教師としては超一流で、研究の
方もグラフ理論の方面では卓越した研究者ですが、彼は中学、高校、大学、
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大学院、その後の就職試験とで失敗と挫折を重ね続けてきたのでした。いわ
ゆるrいい中学」の入試に悉く失敗し、志望する都立西高に落ち、入った高
校でlogを10グラムと読んでしまい、r10グラム男」とあだ名されたにもか
かわらず担任教師にr将来僕は数学者になる」と宣言しました。希望する全
ての大学に不合格で東京理科大に補欠合格しました。数学者になろうと大学
院進学を決意しますが、ゼミナールの指導教授に推薦書をもらいに行くと、
r大学院は病院ではない。頭の悪い奴が行って良くなるってもんじゃない」
と言われて、もらえなかった。それで最終的に新しく開設された上智大学の
大学院に外部から1人だけ入学。大学院を修了した秋山さんに指導教授は就
職の為の推薦書を書いてくれませんでした。秋山さんは履歴書と菓子折を手
に各地の大学を廻り就職活動をしましたが中々決まらず、20代半ばで知人の
紹介で日本医科大に就職できました。秋山さんの講義は大人気で31歳で助教
授になりまして、（っいでに言うと私が助教授になったのは41歳でした）そ
れなりに満ち足りてはいましたが何かが物足りませんでした。秋山さんがっ
くづく偉いなと私が感じるのは、挫折の連続の末にようやく手に入れること
のできた栄光と安住の地で決して努力をストップさせなかったことです。こ
のことは、マラソンを全力で駆け抜けてきてようやくゴールインできた人が、
その翌日にまたマラソンレースに参加しようということによく似ていると私
は思います。私も含めてごく普通の人々は全力失踪した後は、もうしばらく
走るのはイヤで少しゆっくり休みたいと思うのが人情でしょう。秋山さんは
小成に安じることがなかったのです。
　秋山さんは、数学のグラフ理論の世界的権威であるミシガン大学のフラン
ク・ハラリー教授に手紙を書き、幸運にもr採用O　K」の返事をもらい、2
年間のアメリカでの研究生活を致しました。しかしながらハラリー教授は鬼
のようにしごき、毎日論文を1本書け（Anotherday，anotherp＆per）と
狂気の沙汰の要求を秋山さんに対して課し、高熱で倒れそうになってハラ
リー先生に指導を乞いに行った時にはr体力のない奴は研究者失格だ。弱虫
はとっとと日本に帰れ」と激を飛ばしたそうです。ハラリー先生のもとにい
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た2年間秋山さんは一度も観光に行かず、毎日アパートと大学を往復しまし
た。2年足らずの間に20数本という驚異的な数の論文を書いた秋山さんに対
しハラリー先生は実に粋（いき）な饅別を下さいました。アメリカ30州での
秋山さんの講演ツアーを組み、航空券とホテルのクーポン券の綴りが添えて
ありました。
　数学を最後まで捨てなかったのは、「数学が好き」というポジティブな動
機より、「悔しさ」、今まで俺のことをバカにした奴らを見返してやりたいと
いうネガティブな執念深さの方が強かったと秋山さんは語っていますが、さ
らに自分に才能があったとは思えませんが、r才能は努力と共に生まれてく
る」と経験に裏付けられた言葉を述べています。
　私自身も大学進学に際しては本当に入りたかった大学に不合格で別な大学
に不本意入学致しました。国立一期校失敗組（中には3回以上失敗した人も
いました）が殆どの中で、口を開くと現状を呪い見果てぬ夢を追い続けてい
る生気のない学生が沢山いました。特に栃木県内で言えば宇高（うたか）や
栃高（とちたか）というナンバースクールの学生にr燃えかす」のような学
生が多く見られました。当時私が思ったことは次のようなことでした。18歳
のときのたった1回の失敗で人生が決まってたまるか、ということと、卒業
大学名に頼らないで（あるいは振り廻されないで）自分の実力で世の中を歩
いて行きたいと考えました。自分の努力で自分の仕事能力というr知的貯
金」を行ない、自分の持つ能力の束を大きなものに育てなくてはと思い、周
囲の学生がr優雅な大学生生活」を送っている中、家庭教師のアルバイトを
いくっもかけ持ちしながら受験生時代より勉強しました。
　大学生時代に割合と熱心に勉強しておりましたので第一志望の一橋大学大
学院商学研究科へと進むことができました。しかしながら私の人生に於ける
輝かしい成功と勝利の日は長くは続きませんでした。大学院入学直後に私は
天国から地獄へと真逆様に墜落しました。私の先輩大学院生は勿論1年生も
皆私よりも遙かに（その当時は特にその感が強かったのですが）優秀な人々
ばかりでした。地方で同級生よりも少しだけ余計に勉強し少しだけ優等生で
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あった（と愚かにも信じ込んでいた）私は圧倒的な劣等感と強烈な挫折感を
味わいました。大学院の授業でもゼミナールでも勿論自分の学力のなさを痛
切に心に刻み付けられるような日々でしたが、学部の3年生、4年生のゼミ
でも私はrここは自分の居るべき場所ではない」という居心地の悪さを感じ
続ける日々でした。もうひとっ合格していた東北大学の大学院に進学してい
ればもっと幸せな学生生活を送れたのではないかという心揺れ動く日々が続
きました。大学院生時代の私はアメリカでの秋山さんの生活と殆ど同じで、
下宿と大学の往復以外、本屋と定食屋と銭湯を除けば何もないという修道院
のような生活でした。今でも振り返る度に勉強以外の殆ど全てを犠牲にして
いたあの頃の私は本当にrひたむき」に生きておりました。大学院生活は私
にとり文字通りr終わりなき涙と挫折の日々」でした。そのころの忘れられ
ないエピソードに、恩師藻利先生からある日レポート報告を終わって少し
ほっとしている私に対し、r柳川君、木を見て森を見ないという諺があるが、
今日の君の報告は木も見ていない」と厳しいお叱りを受けたというものがあ
ります。私は文字通り「劣等生」以外の何ものでもなかったのです。私の深
く尊敬する大学院時代の仲間である榊原清則慶応大学総合政策学部教授から
大学院修了後よく次のようにからかわれました。「僕は藻利ゼミの異端児だ
けれど柳川さんは藻利ゼミのただの落ちこぼれ」。
　私は幸運にも白鵬大学の前身である女子短大に文字通り拾って頂きました。
私は生涯の仕事を手に入れることができて、安住の地を得ることができまし
た。私は教壇に立てることが嬉しくてたまらず、まだ経営科ができなかった
2年半英語の教師として一所懸命努力致しました。当時の英語科の学生さん
の何人かには結婚式に呼んで頂きましたし今でも年賀状を頂いておりますか
ら評判は決して悪くはなかったと思っています。能力は無かったけれど情熱
は誰にも負けなかったと思います。
　私にも秋山さんと大変良く似た所があるのかもしれませんが、私はそのよ
うな好ましい環境の中に身を置いていましたが、その中で居心地よく「良い
先生」、r熱心な先生」で終わるのはいやだという思いが日々つのってきまし
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た。なぜそう思ったのかは、今でも十分自分自身でもはっきりとしない点も
あるのですが、第一に、「若くして落ち着いてしまうこと」に対する違和感、
もっと言うと恐怖感があったと思います。70歳の定年まで毎年同じような話
を、毎年変わる学生に反復していく日々にはなぜか「耐えられない」ような
気がしました。もうひとっはr劣等生」、r藻利ゼミの落ちこぼれ」という
レッテルを一生貼られ続けてたまるかという強い「反発心」がありました。
自分は一生かけてこのような自分とは違う新しい自分にr生まれ変わりた
い」という強烈な願望を持ちました。それは私の恩師が私に語られた2っの
言葉が私を励まして下さったからです。藻利先生はr柳川君、人は死ぬまで
成長し続けるんだよ（だから柳川君も死ぬまで努力し続けなさい）」という
ことをある日話されました。別の機会に先生は、r柳川君、世問の人はよく、
あの人は才能があるっていうけれど、才能とはその人が努力したことであっ
て、才能とは努力の別称だよ」と私に話されました。私はこの2っの言葉に
力付けられて、自分がどこまで努力が続けられ、どこまで成長できるのか思
いっきり全力疾走してみようと30歳の時に決心しました。私の30代の前半は
一生涯の中で最も勉強した日々です。私は10年後の40歳の時に自分は生まれ
変われたという実感を持っことができました。50歳を目前にした私は日曜日
を除く6日間毎日8時間の勉強と、講義のない日は毎日原稿用紙10枚書くこ
とを自分に課しています。それは毎日努力し続けるとr自分が一体どのよう
に変化し成長していくのか」自分の目で是非見てみたいという強い好奇心に
捕われているからです。
　学生の皆さん、20歳前後で「私には才能が無い」、rどうせ自分なんか何を
やってもうまくいきっこない」などと投げやりになって人生を投げ出さない
で下さい。人生とは雄々しく立ち向かい、毎日コツコツ努力を重ねる人には
大変優しいと私は思います。私は自分の好きなことを勉強し、好きなことを
学生やその他の人々に聞いてもらい、給料や講演料を頂くことができて、贅
沢ではないが心豊かな家庭生活を送ることができています。絶望とは手を切
り希望と手をっなぎましょう。諦めと決別し可能性とともに歩き始めましょ
一490一
導入教育の必要性と可能性一導入教育の戦略的カリキュラムデザインー（その2）
う。
　自分の可能性を信じ続けることが、自己管理を行なわせ長期闇の努力を生
むのです。可能性信仰というガソリンを燃料として、努力というエンジンが
廻り続ける時に、私達は才能というものに巡り合うことができるのです。
　人生が大学入試などという18歳、19歳の時の一度のチャレンジの結果で左
右されるなどというっまらない考えは捨てましょう。人生はいく度もの挫折
に出会い、その都度once　more　againと立ち上がり続け、そして決して投
げやりになることなく、もしかしたら徒労に終わるかもしれないという弱気
の虫を押さえ込みながら、諦めることなくコツコツと努力を重ねていきま
しょう。1～2年の短期的努力が必ず報われることは極めて少ないことと思
われますが、10年間死に物狂いで頑張れば殆どの場合に必ず報われることを
私自身は体験してきましたし、多くの実例に出会ってきました。
　君達の若さと可能性、そしてなりふり構わぬ努力に対してカンパーイ1
資料2
「家」の履歴書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋山　仁（東海大学教授）
　僕は小さい頃、利かん坊で落ち着きがなく、親の言いっけなんか全然聞か
ない、その上嘘もつく、まあこれは未だに治ってないんだけどさ（笑）。そ
れで母は、よく私を連れてカウンセラーに相談に行った。兄と姉が品行方正
だったから、「知能が低いのかもしれない」と心配したんでしょう。
　今でも覚えてるのは児童心理学の岡宏子先生の研究室に連れていかれた時
で、いろんな知能テストをやらされた。帰り道、母がr先生が、お前もマト
モな人になれるって」と嬉しそうに言ったんです。後年岡先生に再会した時
「先生はあの時、母に何とおっしゃったんですか？」と聞くと、「心配する
ことはない。自分が嫌いなことはちっともやらないけど、外に蝶々や雀がい
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ると夢中で見てる。伸び伸びやらせなさい」。でも再会した時まず言われた
のは、r仁君、今日は靴を履いてるのね」。俺は40も過ぎて理科大の教授して
た頃だから、当然靴くらいはいてるよ（笑）。でも先生にそう言われるほど、
僕は“自然児”だったんだね。
　杉並区下井草生まれ。父親は音響機器の会社に技術者として勤務していた。
　両親はあまり仲良くなかったような気がするな。父は学者肌で、金や名
誉ってものに頓着しない人だったけど、母は身内に実業家や役人が多かった
から、二人は価値観が違ってたと思うんだ。僕の教育のことでよく揉めてた。
父が「別にいいじゃないか、このままで」と言うと、母は「あなたは無責任
だ」と怒る。
5、6歳を過ごした武蔵境の家は人がゴミを捨てていくほどボロかった
　5歳で武蔵境（武蔵野市）に越した後、小学校2年生から5年という一番
の遊び盛りを再び下井草で過ごしたから、その家が一番思いで深いんです。
　　　　　　　　　　　ほお　　　　　　　　　うつそう　庭には、下駄の歯に使う朴の木などが響蒼と繁って、鳥や小動物もたくさ
んいた。その頃うちによく遊びに来た同級生によると、忘れられないことが
2つあって、1つは、10メートル問隔くらいの2本の杭に針金を張って、そ
こを鎖に繋がれた犬がビュービュー走ってたこと。もう1っは五右衛門風呂。
湯船の鉄が熱いから普通は板を沈めて入るんだけど、子供だと体重が軽くて
沈まないから、高下駄を履いて入るの。でもうまく真ん中に座らないと鉄に
触れてお尻なんか火傷しちゃう（笑）。それが面白かったって。
　武蔵境に越したのは経済的な理由だと思うんだ。だから下井草の家を入に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともなが貸して、小さい借家に越したんだと。そこは“物理学者村ηで、朝永振一郎
先生とか有名な物理学者ばっかり住んでた。なぜ父がそこに住めたのかわか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つてらないけど、父も一応物理学をやってたから、知り合いの伝があったのかも
しれないね。
　6畳2間だけのバラックで、その一帯は当時r紅葉山」と言ったんだけど
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そこで盆踊りなんかあると、帰りにみんなゴミをうちの前に捨てていくんだ
よ。あんまりボロいから廃屋だと思ったんだろうね。ひどいよね。でも毎日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あさもや　　　　　　　さえずがキャンプみたいで楽しかった。紅葉山の自然に抱かれ、朝霧の中、鳥の噂
　　　　　や　ぎりで目覚め、山羊を連れて登校する。贅沢な生活ですよ。でも当時は単なる
赤貧（笑）。
　r自然との共生」を謳う武蔵野学園での小学校生活も楽しかった。だが家
計が立ち直ると下井草に戻り、近くの杉並区立桃井第五小に。さらに母親の
意向で区立荻窪小に転向。　“屈託のない”少年時代は終わりを告げる。
　もうぼさんせん　r孟母三遷」ですよ。家は杉並の浜田山に移ったのに、母は僕をいい中学
に入れようと越境入学させたわけ。でも荻窪小の雰囲気には馴染めなかった
な。それまでみたいに何もかもさらけ出して遊ぶという友達はいなくなった。
もう6年生だったから、みんな勉強に必死なんです。
それでも1年間懸命に勉強。だが兄の通う教育大の付属中学を始め“いい
　　　　　ことごと中学”の入試に悉く失敗。r努力は報われず、正義は滅びる」と思った。そ
して秋山仁の“挫折人生”が始まる。
　入試に落ちた時はショックだったけど、今は悔いはない。下井草や武蔵境
の自然の中を友達と走り回って遊んだという宝物が残ったもの。
　区立の神明中学に入ったんだけど、当時の僕は“偽悪的”だった。勉強し
なきゃと思ってるくせに、人前では遊んでるふりをする。女の子にモテたい
のに逆の態度をとる。でも数学は時々いい成績とったんですよ。友達はみん
な否定するけど（笑）。
そして2度目の挫折。志望する都立西高に落ちた。
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　この時、強く覚えてるのは父親の言葉なんだよね。某有名私立大学の付属
高校に補欠で合格した時、母が当時有力だった親戚に頼んでみると言い出し
たんだ。すると父が「そんな下らんことをするな。落ちる者は落ちたほうが
いいんだ」と言い放った。母は怒ったよね。私も父を冷たいと思った。だけ
ど今思えば、父親は正しかったと思う。その後の人生で実感しました。
　駒場東邦高でrlog」をr10グラム」と読んでしまい、r10グラム男」と
あだ名されたにもかかわらず、担任教師にr将来僕は数学者になります」と
宣言した。そして高3で猛勉強するも、希望大学はすべて不合格。3度目の
挫折だ。
　浜田山は“挫折の家”　（笑）。ここで3度の挫折を体験したから。家その
ものは文化的でした。屋根は当時の走りでアルミ製。保温断熱に優れ、軽く
て丈夫。ガス水道完備。お風呂は温水器。1階に12畳のリビング、洋間2っ
と和室1つ。2階には、狭かったけど子供部屋が3っあった。
東京理科大学に補欠合格。そして青年は自己改革する。
それまでの生き方を私なりに反省してみた。なぜ今まで自分はこんな納得
のいかない青春を過してしまったのか。考えられる理由は、意志薄弱、自己
中心的、他力本願で責任転嫁・…　。このままだと、いっまでも同じことを繰
り返すぞと思った。
　だから自活することにした。友達がいた府中に3畳問を借りたんです。自
分の金なら、何年留年しようと中退しようと構わない。数学を究めるには何
年勉強すればいいというものじゃないし、何年やってもダメかもしれないか
ら。実際、優秀な仲間が次々にいなくなった。蒸発、自殺、ノイローゼ……。
だから才能のない私なんかが数学をやるには、勉強するよりも、まず自分に
バイタリティーをっけることだと思ったんです。
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　肉体労働、トラック運転手、パチンコ屋の店員……「依頼心がすべてを腐
らせる」と、懸命にアルバイトを。散髪代を節約するためにスキンヘッド、
裸足に下駄、学生証まで質に入れ大学生活を維持。授業にはほとんど出られ
なかったが、数学を志す者の“バイブル”r解析概論』をボロボロになるま
で精読した。住まいは十数軒のアパートを転々。
だが挫折と屈辱の人生はまだ序章に過ぎなかった。
　何とか大学は卒業したけど、数学者になる決意から、大学院に進みたい。
でも教授に推薦状をもらいに行くと、r大学院は病院じゃない。頭の悪い奴
が行って良くなるってもんじゃない」と言われて、金輪際、推薦状なんかも
らうもんかと思った。それで最終的に上智大の開設されたばかりの大学院に
一番で合格したんです。外部から受けたのは僕一人だったから、一番（笑）。
履歴書と菓子折を手に、ザンバラ髪にドタ靴で各地大学を職探し
　教授はr君は数学の才能がないから辞めなさい」、修士論文はr新しい内
容が入ってないからダメ」と。
　ショックだったよねえ。でも辞めなかった。何でもいいから一っだけ自分
の定理を創りたい、そしたら死んでもいいと思った。そこで当時日本ではま
だ注目されてなかったrグラフ理論」を研究しようと決めた。でも正直に言
えば、それまでやってたr解析」という学問が人気分野で競争が激しかった
から、ライバルが少なくしかも将来性のある分野はないかと探したんです。
　グラフ理論を独学。当時住んでいた荻窪の4畳半アパートで完成させた2
度目の論文は見事にパス、大学院を卒業した。だが教授は就職のための推薦
状を書いてくれなかった。秋山さんは履歴書と菓子折を手に、各地の大学を
回る。ただしザンバラ髪にドタ靴を履いて。
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　今思うと、そんなこと百校回ってやったってダメだよ。教授の推薦もない、
大した業績もない、その上風体も怪しい（笑）。国内外を放浪しながら職を
探して、やっとある方のお世話で20代の半ばに日本医科大に就職できました。
　川崎市新丸子のアパートに移り粉骨砕身。駿台予備校の講師も。彼の講義
は400人教室に朝から学生が500人も詰めかけるという大人気。31歳で助教授。
それなりに満ち足りてはいたが、何かが物足りない。rもう一度全力で数学
に挑戦したい」。そして無謀にも、グラフ理論の世界的権威、ミシガン大学
のフランク・ハラリー教授に手紙を。
　返事など来るわけがない。ところが奇跡が起きた。1カ月後にr採用O
K」の手紙が来たんだよ。先生自らが空港に出迎えてくれて、大学のあるア
ナーパーという町に僕の部屋を用意してくれてた。16畳ほどのワンルーム
だった。
　ところがね、ハラリー先生のしごきたるや凄まじかった。初日から山のよ
うな課題を出して、「Another　day，another　paper」、つまりr1日に1
本のぺ一スで論文を書け」と言うんだ。狂気の沙汰だよ。忙しい先生はr君
を指導する時間は1日3分。毎日午後1時に食堂の横で待ってなさい」と。
高熱で倒れそうな時も指導を乞いに行ったよ。そしたらr体力のない奴は研
究者失格だ。弱虫はとっとと日本に帰れ」。
　鬼だと思ったね。でも反面、ハラリーは僕をすごく可愛がってくれたんだ。
僕の論文をのネタを懸命に考えてくれたり、学会に連れていってデビューさ
せてくれたり・本当にお世話になりました。
ハラリーの下にいた2年弱、秋山さんは1度も観光に行かず毎日アパート
と大学を往復。週に1度スーパーへ買物に行き1週間分のカレーを作ると、
　　　かてそれを糧に猛勉強。お陰で身体が黄色くなり教授からrカレー臭い」と言わ
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れる始末。
　だが、今度は“挫折”しなかった。2年足らずの問に20数編という驚異的
な数の論文を書き上げたのだ。
　帰国する日、ハラリー研究室に挨拶に行ったら彼は留守で、秘書が彼から
の封筒を渡すんだ。彼は超ケチだから、どうせマクドナルドの割引券か何か
だろうと思って開けると……航空券とホテルのクーポン券の綴りが入ってた。
○月O日××大学で演目は△△といった具合に、アメリカ30州での僕の講演
ツアーを詳細に組んで。涙が出たよ……。
rバカにした奴らを見返したい」執念深さが数学を続けさせた
　帰国後は杉並区永福のマンションヘ。平成3年からNHK教育テレビの数
学講座に登場。「風体は変だけど授業は面白い」と話題に。
　ところで、秋山さんは独身だ。余計なお世話だが、訳を聞いてみた。
　天罰でしょうね（笑）。過去にひどいこといっぱいしたから、今こんなに
不幸（笑）。僕は大学時代から恋人がたくさんいて、全員に本気になる。し
かもすぐ冷める。浮気性なんだな。いや、不実とは違うと思うよ。冷めた時
は正直に言うんだから。冷めないふりしてるほうが不実でしょ。でも2人の
女性と付き合ってた時、彼女達を飲み屋に呼んでr両方とも好きだ」と言っ
て2人に嫌われた。以来、やはり人闇というのは嘘っかなきゃいけないんだ
なと（笑）。
現在は渋谷区に住む。
いくたび幾度の苦境、それでも数学を捨てなかったのは・一・。
　悔しさ。r数学が好き」なんてポジティブな動機より、今まで俺のことを
バカにした奴らを見返してやりたいというネガティブな執念深さのほうが強
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いね。r才能がないから辞めろ」と言われた時はその先生をすごく恨んだけ
ど、今考えてみると、その助言は限りなく真実に近い。確かに私には才能が
あったとは思えない。だけど、だけどもだね、長一い間懸命にやってると、
変な才能が出てきちゃうんだよ。だから私はr才能は努力と共に生まれてく
る」と確信してるんですよ。
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3．結びに代えて一より良い導入教育を求めて一
　1年数ケ月に渡って導入教育を実践してみて、実施前に考えていたことの
いくっかは実施してみてその正しさをより強く感じたが、いくっかの事にっ
いては考え方を変える必要性を感じるようになった。
　その中から考え方の変わった点にっいてのみ、2っの事を記しておきたい。
私の考え方の変わった第1の点は、私の実行している導入教育を全教員が必
修で持つことは不可能だということである。今年度は昨年度の導入教育と殆
ど全てを入れ替えて行なっているが、講義のない月曜日と木曜日の半分強
（約10時間）は導入教育の準備に割かねばならなかった。経営学（週2回）、
経営学史1の教案執筆に講義のある日に5～6時間とられる上に、大学院生
のレポートにコメントする作業に4、5時間とられるので、論文執筆に割け
るのは土曜日と毎朝7＝30～10：00までの朝の時間だけしかとれない。私のよ
うに講義することが並外れて好きな大学教員にとっても（大学院が新しく始
まったということもより忙しくなった理由のひとっであるが）準備の負担は
かなり大きい。自分が専門としている講義の準備にさえ余り力の入っていな
い（ように見える）教員に専門外の大きな負担を必要とする導入教育に献身
してもらえるだろうと期待することは、幻想を抱くことに他ならないことに
遅まきながら私は気がっいた。
　私の考え方が変化したもうひとっの点は、導入教育の最大の狙いが、「問
いかける私（Questioning　I）」へと変身することと、積極的に学習するこ
との必要性、っまりr大学の学習価値」を認識させ、学習へと強く動機付け
ることにあるということについてであった。実は学習に対する動機付け以前
に、学生のr囚われた心」を解きほぐすカウンセリング教育の必要性・重要
性に私は気付いたと言ってよい。学生達の多くは、自分も頑張ろうとすれば
頑張れる人間であるということが信じられないでいる。困難からまたr逃げ
出してしまう」のではないかと怯えに囚われ、「どうせまた失敗する」ので
はないかと諦めの気持ちに囚われ、そして努力したことがr無駄になってし
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まう」のではないかという怖れに囚われている。彼らに、自分も努力を続け
ることができる、成功してもよいのだ、というr自己に対する揺るぎなき信
頼」を取り戻させることの大切さに私は気がつくようになった。彼らの「考
え方」を転換すること、mentai　revolutionの重要性に私は改めて気付いた
と言うことができる。
　導入教育はそれひとっとっても大きな困難と難しさとがっきまとわざるを
えない。ましてや大学の教育の質をトータルに変えようと試みることは、素
手でトンネルを掘ろうとする試み同様に無謀なことなのかもしれない。大学
の教育革命の試みは、たちどころに挫折する試みなのかもしれないと、私自
身悲観的にならざるをえない。
　「暗いな」と甲斐が云った。
　周防が低く云った。rまるでいまのわれわれが置かれた立場のように暗い。
あすの日なにが起こるか、どこにどんな落とし穴があるかわからない。この
闇には灯が一つあればいいけれども、われわれにはその一つの灯さえないの
だ」
　　　　　（山本周五郎、『縦の木は残った（上）』、新潮文庫、285ぺ一ジ）
　私の前途も同じように暗い。私一人が努力しても組織体は変わることなく、
そびえ続けるであろう。風車に突撃するドン・キホーテ、それが私なのかも
しれない。だが私には心優しいサンチョ・パンサがいる。サンチョ・パンサ
に励まされて私は自分に語りかける。r一人では何もできない。でも一人が
動き始めなければ何も変わらない」と。
　サンチョ・パンサヘの感謝の言葉を次の歌に託そう。
7回目　今日は誠恵の　誕生日
　　　中島みゆきの　誕生を聴く （99．6．12）
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誕生日　家族そろって　ファミレスヘ
　　　　　君の嬉しさ　皆の嬉しさ （99．6．12）
我が妹と　酒酌み交わす　夏の宵
　　　　　君の見し夢我の見し夢 （99．6．12）
愛してる　我言わずして　たれが言う
　　　　　家族のために　老いし君が手 （99。6．12）
（付記その1）
　本稿に先立つ前稿を他学部の研究紀要であるr白鵬法学』、第11号（97～
188ぺ一ジ）に発表した後で、本学の専任教員の何人かから激しい非難の声
が上がったらしく、特に法学部に於いてはそうであったらしい（「らしい」
と書くのは私に対して直接批判を述べられた方々は皆無であった一これは
一見紳士・淑女らしぐ振るまうという鼻持ちならない大学教員の悪癖だと私
は思う一ので、ごく親しい方々から伝聞したに過ぎないからである）。
　しかしながら法学部の編集委員である石川信助教授（当時、現教授）には
かなり風当たりが強かったということ（法学部の研究紀要に経営学部所属の
私が“あのようなもの”を投稿し、氏がそれを黙認した（かに見えた）こと
が攻撃の対象であったらしい）なので、石川氏には誠に申し訳ないことをし
たと思い個人的におわびをした。ここにそれを明記して石川氏に深謝させて
頂くこととしたい。ここで次のことだけはきちんと発言しておきたい。言い
たいことや主張したいことがあるのなら、形式的に関与しているに過ぎない
他の編集委員に対しゴチャゴチャ言うのではなく、原稿を書いた柳川本人に
直接に言うべきである。私に対し直接議論を仕掛け、私を論理的に（間違っ
てもあいつは気に喰わないとか、前教務委員長と親しいからケシカランなど
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という低次元のレベルではなく）論破し、目の前の本学の学生を人間的かつ
専門的に成長させうる教育方法を提案する度胸と勇気と強靱な思考力を持っ
ことなく、r弱い立場」の人間を責めることしかできない人々は、実に女々
しく情け無く男の風上にも置けない輩（やから）だと言わなければならない。
多分そのような方々は、個人的に面識のある実力派のボス教授の学説や学会
報告に対しては媚び詔い、反論するr知的勇気」のかけらも無い軟弱な研究
者ではないかと、もし間違っていたらお許し願いたいが私はそう推測してい
る。導入教育に反対するなら反対するので構わない。しかしながらもし反対
するのならば、文字通り極めて劣悪な大学教育（本学のみならず殆ど全ての
日本の大学においてそうであると私は認識している）をどう変え学生の学力
をどう高めうるかにっいてのr実行可能性のある代替案」を示す必要がある。
代替案無き反対（objection　without　altematives）などという代物は小学
生並の（少し知的な小学生からは反発があるかもしれけない）知的レベルで
の反対に過ぎない。
　この場をお借りしてさらに一言反論することを許して頂きたい。本学の2
つの研究紀要のそれぞれは両学部の所属教員に自由に投稿を認める「バリア
・フリー」な紀要であると私は認識してきたし、大方の方々の共通認識でも
あると私は理解している。研究費の殆ど全てを提供してくれている所属大学
の研究紀要に、研究成果や教育成果を発表することは、学会報告や著書の出
版と並ぶ「当然の義務」である。今は退職したある専任教員が本学の研究紀
要はr学界の注目度」が低いから他の雑誌に投稿するのだと語ったことがあ
るがこれはおかしい。レフリー付きの本格的なジャーナルは別として・本当
にいい論文なら投稿誌の如何に拘らずロコミによって注目されることは当然
である。何10万円もする器に入れてもインスタントラーメンは所詮インスタ
ントラーメンに過ぎない。
　他方において研究・教育成果を発表することは大学教員の「当然の権利」
でもある。きちんとした研究・教育成果を大学紀要に殆ど発表していない教
員が他の教員の研究発表の機会を奪おうとすることは極めておかしいと私は
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感じている。
　私の尊敬する法学部の高内寿夫助教授からは、r柳川先生の文章はものす
ごいインパクトがありますね。何か振っ切れたような感じがしますね。」と
いう感想を頂いた。氏は全教員が必修で担当するという私達の提案した導入
教育には賛成できないという見解をお持ちであったが、氏は石川不砂先生と
共同で「ボランティア講座」を開設しておられ既に3年目を迎えている。こ
の講座そのものが高内氏流の導入教育の展開だと私は考えている。結果的に
氏と私とは正反対の立場にありながら、教育方法を変えようという同じ方向
に歩み始めていると記しても氏はお怒りにはならないと私は思っている。
　もう1人の私の深く尊敬する友人である高橋節子助教授からは、「柳川先
生、よくあそこまで赤裸々に書けるわね。きっとすごい反響があるわよ。会
う人毎に読むように勧めているわよ。」という感想を頂いた。私は常日頃か
ら、彼女のように教育熱心でかつ高い教育成果を上げている人には是非ゼミ
ナールを開いて、学生の知性と人間性とを共に育てていくようなr本物の教
育」をして欲しいと希っていて、時々彼女にそんな話をしていた。ゼミナー
ルとは厳しい魂の責めぎ合いの中から学生がr第二の誕生」を迎えるr場」
に他ならないので、真剣に学生と向き合おうとする方々にこそゼミナールを
担当して欲しいと私は痛切にそう思っている。
　高橋氏の予言は残念ながらハズレて、反響は直接的には全く無かった（事
務局や図書館の方々の何人かから読みましたよと言われたことと、ゼミナー
ルの学生から、ああいう授業は先生だからできるので他の先生方には難しい
のではないのですかという反応があったこと、そして研究所の鈴木恒男所長
からも柳川さんのように雑学を一杯していないとああいう話は難しいという
お話があったことを除けばのことであるが）。私自身は、私の行なう導入教
育が柳川という個人のパーソナリティー特性や知的ベースによって大きく特
色付けられ又制約されていることを否定するものではないが、私の実践は導
入教育の可能な在り方のひとつに過ぎず、各教員の知的データベースと個性
の違いにより実に多様な在り方が可能だと思っていることだけをここに書き
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留めておきたい。
　夏休み中から私は毎朝6：30頃には家を出て大学で仕事をし土日も原則大学
で論文執筆と講義準備に追われる日々が今も続いている。私の最愛の家族に
対する家族サービスや心配りを十分行なうことができないでいる。だが私に
とりこの1～2年は、私がまともな教育者たりうるのか、本物の研究者たり
うるのかが問われるr勝負の年」だと思っている。私にとりこの世の中で最
も大切な家族、高弘と誠恵と妻智恵子には淋しい思いをさせて本当に申し訳
ないと思っているが、人生の勝負時に賭けるr父と夫の心情」を家族だけに
でも理解してもらえたらとても嬉しい。君達は私の夢の伴走者なのだから、
いっの日かなっかしく今日という日を振り返ってくれたらと希っている。
思い川　もう目の前は　凍てっかむ
　　　　　風吹きすさぶ分かれ道かな
（1998年11月21日、白鶴大学ビジネス開発研究所特別研究室にて）
（付記その2）
　前回の論稿も今回の論稿も、そのいずれもが私にとって、数年間に渡って
その実現に努力しながら、代案が何ら提示されることなく非論理的な言い訳
によって葬り去られた導入教育へのr私なりの心の決着」をっけることがど
うしても必要であったが故に、文字通り書かれざるをえなかった文章である。
私は書かずにはいられなかったことと、どうしても書いておきたいことを、
その一部分は余りに刺激的過ぎるので削除しなければならなかったが、ほぼ
存分に書かせて頂いた。数年間の報われることの殆どなかった努力に別れを
告げて私は今大変すっきりとしている。大学全体の将来をどうするのかとい
う組織全体の問題に対して私は何かを述べ何かを実践する責任からは100％
免責して頂けると思っている。私自身は実り無き教育革新活動に十分すぎる
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時間とエネルギーと神経とを投入したと自覚しているからである。
　私と何人かの人々による大学の現状認識とそれを変える為の処方箋とが、
当を得ていたかどうかは遅くともあと10年を待たずに明らかになると思う。
私自身は撲手傍観する（stand　by　and　watch）ことなく、他人の努力を冷
笑する傍観者に堕すことなく、時代の流れに樟を指し懸命の努力をしてそし
て完全に敗れ去った。果たすべき役割は十二分に果たしたのだ。以て瞑す可
しであろう。役割を終えた者は舞台から静かに消え去るのが自然なことであ
る。私は1人の「観客」に戻って席に腰を深く下ろし時の流れを見詰めるこ
ととしよう。私は私の夢の一部をそっと眠らせ、私の教室に帰りそして私の
研究室に帰ろう。明日からまた新しい日々が始まる。私は私自身に与えられ
たr自由な活動領域」の中で、自らの信ずる教育を、人知らずして怨むこと
無く、誠実に実践していくこととしよう。
理想の火　かきたてかきたて　日は過ぎぬ
　　　　　　かかげし旗を　君はおろすか （1999年6月1日）
教育は　徒労に賭ける　勇気かな
　　　　　　　師の優しさに　水無月の雨 （1999年6月7日）
（1999年6月12日　誠恵の7回目の誕生日に自宅の台所にて）
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